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の 最大年間成長量を示す年齢と成長停止年齢との関連

高部啓子　○桑原美保　柳渾澄子
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　目的　成長期男女のより良い衣服を設計するために、人体の形態や機能の成長様相を的

I確に把握することが必要不可欠である。また真の成長様相は個人追跡資料の解析によって

初めて詳細に明らかにされる。　本研究では身長・下体高（身長一座高）について縦断的資

科を用い、第２の急増期である思春期と、成人値に到達して成長が停止する時期とに注目

し、最大年間成長量を示す年齢( p. V.A. ) 、初潮年齢、成長停止年齢について、これらの

時期や、各年齢間の関係、個体差を明らかにすることを目的とした。

　資料及び研究方法　資科は昭和61～62年に広島県立某高等学校３年生を対象として収録

した小学校入学時から高校３年時に至る1 2回の健康診断記録の身長・座高の測定値（男

子　289例、女子　241例）である。直線補間により満年齢時（X 歳0 ヵ月）の推定値をもと

め、それを用いて年間増加量を算出した。p. V. A.は、年間増加量の最大値及びその前後の

３点に２次曲線を当てはめた時の極値を示す年齢とした。また成長停止年齢は高校３年時

の満年齢推定値を　100％としたとき、99.5％に到達した年齢を成長曲線上から求めた。

　結果　（1 ）P.V.A.は、男子では身長でT=13 . 2歳、s＝1.6歳、下体高でX'=12. 7歳,s ＝l. 6歳、

女子では身長でx =11.2歳,s ＝l.l歳、下体高で7=10.6歳、8 ＝1.3歳である。（２）成長停止年

齢は、男子では身長で・=16 .4蔵、s = 0 . 5歳、下体高でT=l 6 . 1歳, s=0｡s歳、女子では身長で

x'=i5.a蔵,s ＝o.9蔵、下体高でY=15.8歳、8 =1.3歳である。（3 ）男女ともに、身長と下体高

のp. V．A.間、身長のp.V.A.と成長停止年齢間に中程度の相関が認められる。また女子では

身長のp. V. A.、身長の成長停止年齢と初潮年齢とはいずれも中程度の相関を示す。
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ボタンかけ動作について
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　＜目的＞衣服の着脱動作は、運動の協応と非常に密接な関係がある。手・指先の運動機

能が未発達な幼児や、加齢により運動機能が衰え始めた高齢者にとって、着脱動作は容易

ではなく、特にボタン等の衣服の留め具の形式によっては困難さを伴う。したがって、幼

児服や高齢者用衣服の設計においては、加齢による手・指先の運動機能の変化に適した着

脱形式やボタン・ボタンホールを考慮する必要がある。本研究では、ボタンのかけはずし

動作の加齢による変化を明らかにする基礎として、成人のボタンかけはずし動作の分析を
行なった。

　＜方法＞ボタンのかけはずし動作について、2 o歳代の右ききの女子5 3名を被験者と

し、着用実験を行なった。実験の要因には、ボタンホールの方向（タテ・ヨコ）と打ち合

わせ（右上・左上）を取り上げ、前あきの実験服を作成した。ビデオにより、ボタンーのか

けはずしの手の動きの観察およびかけはずし動作の所要時間の測定を行なった。手の動き

の順序、手くびの回転の様子等からボタンのかけはずし動作の分類を試みた。

　＜結果＞1 ) ボタンホールの方向がヨコの場合には、全被験者のボタンかけ動作に手く

びの回転がみられた。また、左手くびを回転させる者と右手くびを回転させる者の両方が

存在した。　2 ) ボタンホールの方向がタテの場合には、ボタンかけ動作に手･くびの回転

がみられない者や、手くびの回転が小さい者が多かった。　3 ）ボタンかけ動作の所要時

間を比較したところ、ボタンホールがヨコで左身頃が上の打ち合わせ（紳士服の打ち合わ

せ）の場合に時間がかかることがわかった。


